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～利根町百景～

ＴＯＮＥ
いい町　利根町　あなた待ち

2026 年 2月号広報とね

■撮影場所　蛟 神社（奥の宮）

情報をお寄せください
広報とね「利根町百景」は、読者の皆さまより寄せられた情報をご紹
介するコーナーです。利根町で見つけた美しい景色、珍百景、新百景
など、利根町の魅力となる身近な情報を写真付きでお寄せください。
【応募方法】
写真および紹介文（250文字程度）をメールで下記まで送付してくだ
さい。
総務課秘書広聴係　kouhou@town.tone.lg.jp

■住所　立木 882

利根町公式 SNS は
こちらの二次元コードをスキャン
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今月の表紙

　１月 11日、利根町文化センターで「令和
7年度はたちのつどい」が行われました。
　今年の 20歳は 292名。表紙は実行委員の
夢、目標です。夢を大切に抱きながら、自分
の志に向かって力強く歩み続けてください。
20歳の皆さん、おめでとうございます。
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祝～人生の節目、大人としての門出～
　1 月 11日、利根町文化センターにおいて、「利根町はたちのつどい」が
開催されました。式典には 93名が参加し、旧友との再会を喜ぶ光景が見
られました。
　町では、292 名が 20歳を迎え、未来への希望を胸に新しい道への第一
歩を踏み出します。
　式典で山﨑町長は、「これまでの 20年間を振り返り、ご家族や友人、先
生方、地域の皆さまへの感謝の気持ちをぜひ伝えてください。本日という
人生の大きな節目を機に、変化の激しい時代の中でも自ら考え、学び、人
とのつながりを大切にしながら、可能性に満ちた未来へ向かって新たな一
歩を踏み出していくことを期待しています」と、はたちの皆さんにエール
を送りました。
　はたち代表の宮﨑七香さんは、「家族や友人、先生方、地域の皆さまへの
感謝の気持ちを胸に、利根町で育った経験と人とのつながりを大切にしな
がら、二十歳としての自覚と責任を持ち、社会の一員として行動し、少し
ずつでも社会に貢献できるよう努力していきたい」と謝辞を述べられまし
た。

利根町はたちのつどい
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利根町消防出初式利根町消防出初式

第75回“社会を明るくする運動”第 75回“社会を明るくする運動”
作文コンテスト表彰作文コンテスト表彰
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　１月 10日、利根町文化センターにおいて、利根町消
防出初式が挙行されました。
　第１部は、観閲入場後中隊長の指揮の下、機械器具の
点検が実施されました。団員の素早い動きで点検を行い、
万が一の時でも迅速に行動できるよう徹底されていまし
た。
　第２部では、イベントホールにて式典が行われ、内閣
総理大臣表彰をはじめ、長年活動を続けた消防団員、消
防功労者などに対し、感謝状や表彰状が贈られました。
　第３部は、龍ケ崎鳶職組合若鳶会によるはしご乗りな
どの披露があり、華麗な演技に観客は魅了され、大きな
歓声と拍手が贈られるなど大盛り上がりとなりました。
　利根町消防団は、町民の皆さまの生命・財産を守るた
め、生業をもちながらも、昼夜を問わず献身的に活動し
ています。皆さまの消防団へのご理解とご支援をお願い
いたします。

令和 8年 2月（No.743）令和 8年 2月（No.743）

利 根 町

交通マナー・ルールの周知活動交通マナー・ルールの周知活動

　昨年 12月に計 8回、栄橋において、取手警察署、利
根地区交番、利根町交通安全指導隊、日本ウェルネススポー
ツ大学、山﨑町長、海老澤教育長、生涯学習課、防災危機
管理課が連携し、栄橋を渡って通学する外国人留学生を対
象に立哨を行いました。
　立哨の際には、日本の交通ルールやマナーを守ってもら
うため、現地の言葉や簡単な日本語、イラストを用いたパ
ネルを作成し、声掛けを実施しました。通行時には、譲り
合いの心を持ち、安全で円滑な通行を心がけていただきた
いと考えております。
　また、留学生を対象に、自転車ライト点灯の重要性を周
知し、ライト設置の確認やリーフレット配布を行いました。

まちの話題
PHOTO NEWS

　機械器具点検　機械器具点検
　昨年 11月 7日に開催された「第 44回茨城県民生委員
児童委員大会」にて、利根町民生委員・児童委員が永年に
わたり勤続され、その功績が顕著であることに対して、茨
城県民生委員児童委員協議会会長から表彰を受けました。

上段左側から　田
たがみこういち
上幸一さん　大

お お の つ ぎ お
野次男さん

　　　　　　　風
か ざ ま と み え
間富江さん　長

ながしまやすお
島康夫さん

下段左側から　依
い だ け い こ
田啓子さん　村

むらこしとしこ
越敏子さん　鈴

す ず き の り こ
木法子さん

厚生労働大臣表彰厚生労働大臣表彰

　昨年 11月 12日に開催された「令和 7年度全国社会
福祉大会」にて、中

なかの　ただかつ

野傳功さん（八幡台）が、厚生労働
大臣表彰を受賞しました。これは、民生委員・児童委員
として多年にわたり地域福祉の増進に貢献され、その功
績が認められた方に対し、厚生労働大臣が表彰するもの
です。
　中野さんは、民生委員・児童委員として平成 16 年
12 月から令和 7年 11 月まで、21 年間にわたり、地
域福祉に貢献され、その功績が認められ、受賞されまし
た。

（左）山﨑町長　　（右）中
な か の

野　傳
ただかつ

功さん

明治安田生命保険相互会社から寄附明治安田生命保険相互会社から寄附

　明治安田生命保険相互会社（つくば支社・竜ケ崎営業
所）から 204,200 円の寄附の申し出があり、12 月３
日に寄附金贈呈式を開催しました。
　明治安田生命が実施している「地元の元気プロジェク
ト」の一環である「私の地元応援募金」の取り組みによ
るもので、今回で４回目の寄附となります。
　いただいた寄附金は、地域住民の健康増進や子育て支
援などに活用させていただきます。

布川神社七五三合同参拝布川神社七五三合同参拝

　昨年 11月 9日、布川神社において、布川神社氏子主
催の令和 7年度布川神社七五三合同参拝が行われ、集
まった子どもたちの健やかな成長を願い、お祝いしまし
た。
　当日はあいにくの雨でしたが、参拝者は丹精込めて育
てられた色とりどりの菊の花に迎えられ、子どもたちは、
宮司さんから、成長を願って御祈祷を受けました。
　参拝後みんなで記念撮影を行いました。保護者の方も
お子様の晴れ姿に終始笑顔で現場は和やかな雰囲気に包
まれていました。

　“社会を明るくする運動”作文コンテストは、全国の小
中学生を対象に日常の家庭生活、学校生活の中で体験した
ことを基に、犯罪・非行のない地域社会づくりなどについ
て考えたこと、感じたことを作文にすることで本運動に対
する理解を深めてもらうことを目的としています。
　今回は、茨城県内小中学校において 15,147 点の応募
があり、厳正な審査の結果、中学生の部において利根中学
校 1年生の小

こ で ら

寺莉
り　こ

子さんの作品「チームワークと社会へ
の思いやり」が特別賞の水戸ホーリーホック賞を受賞され
ました。

小
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はしご乗りはしご乗り

式典式典

（左）明治安田生命保険相互会社つくば支社長　幸
ゆきもり

森様　
（右）山﨑町長

茨城県民生委員・児童委員茨城県民生委員・児童委員
協議会会長表彰受賞協議会会長表彰受賞



▶評価の対象と評価の構成
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89

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
生
活
応
援
特
別
給
付
金
支
給
事
業

　
物
価
高
騰
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
困
難
に

直
面
し
て
い
る
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
を
見

舞
う
観
点
か
ら
、
特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま

す
。

▼
支
給
対
象
者

・�

令
和
８
年
１
月
分
の
児
童
手
当
を
利
根
町

か
ら
受
給
し
、
令
和
６
年
分
の
市
町
村
民

税
均
等
割
が
課
さ
れ
て
い
な
い
方
ま
た
は

当
該
市
町
村
民
税
均
等
割
を
免
除
さ
れ
た

方
・�

令
和
８
年
１
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
を
受
け
て
い
る
方

・�

公
的
年
金
等
（
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
、

老
齢
年
金
、
遺
族
補
償
な
ど
）
を
受
給
し

て
い
る
こ
と
に
よ
り
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
を
受
け
て
い
な
い
方

※�

児
童
扶
養
手
当
の
申
請
を
し
た
場
合
に
、

令
和
８
年
１
月
分
の
支
給
が
全
部
ま
た
は

一
部
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
方

も
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
支
給
額

　
支
給
対
象
者
が
養
育
す
る
対
象
児
童
１
人

　
に
つ
き
、
５
万
円
。
１
回
に
限
り
支
給

▼
支
給
方
法

○�

令
和
８
年
１
月
分
の
児
童
手
当
・
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
口
座
へ
の
振
り

込
み
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。
原
則
申
請
は

不
要
で
す
が
、
支
給
口
座
の
解
約
な
ど
に

よ
り
、
本
給
付
金
の
支
給
に
支
障
が
生
じ

る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、「
給
付
金
支

給
口
座
登
録
等
の
届
出
書
」
を
、
支
給

を
希
望
し
な
い
場
合
は
、「
給
付
金
受
給

拒
否
の
届
出
書
」
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

○�

公
的
年
金
給
付
等
受
給
者
は
、
申
請
書
の

提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
対
象
と
な
る

方
に
は
、
通
知
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
ち
ら
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※�

審
査
を
行
う
た
め
、
戸
籍
謄
本
、
年
間
の

収
入
額
が
分
か
る
書
類
（
令
和
６
年
１
月

～
12
月
）、
年
金
の
支
給
額
が
分
か
る
書

類
も
ご
用
意
く
だ
さ
い
。（
申
請
者
と
生

計
を
同
じ
く
す
る
扶
養
義
務
者
の
方
の
分

の
提
出
も
お
願
い
し
ま
す
）

▼
申
請
期
限

　
２
月
24
日
㈫
～
３
月
17
日
㈫

※�

３
月
17
日
㈫
以
降
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
期
限
内
の
ご
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

※�

給
付
金
支
給
口
座
登
録
等
の
届
出
書
お
よ

び
給
付
金
受
給
拒
否
の
届
出
書
の
提
出
期

限
に
つ
き
ま
し
て
は
、
対
象
と
な
る
方
へ

通
知
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
子
育
て
支
援
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
１
４
５
）

　
県
南
県
民
セ
ン
タ
ー
地
域
福
祉
室

　
☎
０
２
９
‐
８
２
５
‐
２
０
３
５

令和 8年 2月（No.743）令和 8年 2月（No.743）
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▶令和 7 年度評価結果（評価対象年度：令和 6 年度）
270 の事務事業の評価結果は、次のとおりです。

※			詳しい評価の内容は、情報公開コーナー（役場・利根町図書館）に備え付けの
　資料または町公式ホームページをご覧ください。

▶問い合わせ
　政策企画課　政策企画係　☎６８－２２１１（内線３３８）

基本方針 現状
維持 縮小 改善 拡大 廃止

（終了）統廃合 連携 方針別
合計

１. 安全で人にやさしい快適 
　なまちづくり 24 ‐ 16 2 1 2 1 46

２. いつまでも健康で元気あ
　ふれるまちづくり 40 ‐ 12 2 1 3 ‐ 58

３. 誰もが夢を持ち輝き続け
　るまちづくり 52 ‐ 32 3 6 1 ‐ 94

４. みんなが集まるおもしろ
　いまちづくり 17 ‐ 10 1 ‐ ‐ ‐ 28

５. みんなが主役でともに進
　むまちづくり 18 1 20 4 1 ‐ ‐ 44

合　　　計 151 1 90 １2 9 6 1 270
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利根町奨学金返還支援補助金フローチャート

奨学金の返還を始めて
利根町から転出していない

はい いいえ

令和７年３月に大学等を卒業した

はい

制
　度
　対
　象
　外

パターン２に該当パターン１に該当	※２

就職先が公務員※１以外である
または

個人で事業や農業を営んでいる

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

※１国家・地方・独立行政法人を含みます。
※２新卒者の方で、現在求職活動を行っている方はパターン１に該当します。
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ら
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。
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。

問
利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　
庶
務
係�

　
☎
68
‐
８
２
９
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複
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設
の
愛
称
が

「
と
ね
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
」
に
決
定

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

令和７年４月１日
現在 32歳未満である

（平成５年４月２日以降に生まれた方）



令和８年度分の「町・県民税・森林環境税」と令和７　年分の「所得税」の申告受け付けが始まります！
町・県民税・森林環境税、所得税および復興特別所得税の申告は、正しくお早めに！

●申告に来られる皆さまへのお願い
　現在スマホやパソコンからの申告が推奨されており、利根町役場にご用意している申告関係書類の
枚数が非常に少なくなっているため、必要な方は職員へお声掛けいただきますようお願いいたします。
なお、なくなり次第配布終了となりますのでご了承ください。また、竜ケ崎税務署（0297-66-1303
音声ガイダンス「0」番）にご連絡していただくことで申告に必要な書類が郵送で届くようになります
のでご利用ください。（届くまでに１週間ほどかかる場合がありますのでご注意ください）

役場で申告をされる方

町・県民税・森林環境税の申告が必要な方
令和８年 1 月 1 日現在、利根町に住民登録があり、次のいずれかに該当する方
　○給与以外の所得があり、所得税の確定申告書を提出しない方
　○勤務先から町へ給与支払報告書の提出がない方
　○ 昨年中収入がなかった方、または障害者年金・遺族年金などの非課税所得のみの方で、同一世帯のどなたの扶養に

もなっていない方 ※収入が無い方につきましては電話でもお受けできます。
　○ 公的年金等の収入金額が 400 万円以下であり、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が 20 万円以下の方

※所得税の還付を受けようとする場合は、確定申告が必要です。
　○源泉徴収票に記載されている控除以外で、各種控除の適用を受けようとする方
　　※日本年金機構等に提出する「扶養親族等申告書」に扶養の記載がない場合、申告が必要です。

▶期　間
　２月 16 日（月）～３月 16 日（月）
　　（土・日曜日、祝日を除く）

▶時　間
９:00 ～ 11:00、13：00 ～ 15：00

▶場　所
役場１階　多目的ホール

※ 作成済みの確定申告書はお預かりができなくなりました
ので、ご自身で竜ケ崎税務署に直接提出（郵送可）をお
願いします。

▶休日申告
　次の日時に限り、相談・受け付けを行います。

3 月 1 日（日）９:00 ～ 11:00

役場で受け付けできない申告相談
　●青色申告・譲渡所得の申告
　●損失申告・申告分離課税の申告
　●贈与税の申告・雑損控除の申告
　●令和 7 年分以外の申告

●住宅借入金等特別控除の初年度の申告
●日本国外に居住する親族を扶養する方

●申告に必要なもの
①お知らせはがき（税務署、町から送付を受けた方）
② 本人確認書類　マイナンバーカード（個人番号カード）

または通知カード
※ 代理申請の場合は、代理人の身元確認（個人番号カード

や運転免許証）、申告者の番号確認（個人番号カードまた
は通知カードなど）が必要となります。

※ 利根町以外に居住している方を扶養親族として申告する
場合は、その方の『住所・氏名・生年月日・個人番号』
が必要となります。

③申告者名義の預貯金口座番号が分かるもの
④給与所得や公的年金等の源泉徴収票
⑤ 収支内訳書（事業所得〈営業等、農業〉や不動産所得が

ある方）
⑥ 国民健康保険税、介護保険料の支払額がわかる書類、国

民年金保険料の支払証明書
⑦生命保険料・地震保険料などの控除証明書
⑧障害者手帳・療育手帳など障害の程度が分かるもの
※ 要介護認定を受けている方で障害者控除を受ける方は福祉

課にて障害者控除対象者認定書の申請が必要になります。
⑨ 医療費控除の明細書、医療費通知、または医療費の領収

書（原本）、および保険金や高額医療費などで補てんされ
る金額が分かる書類

※ 受付時間短縮のため、医療費控除の明細書は事前に作成
してください。

⑩住宅借入金等特別控除申告書と借入金年末残高証明書
⑪ 死亡した者の令和７年分の所得税および復興特別所得税

の確定申告書の付表（準確定申告を行う方）

11 令和 8年 2月（No.743）

暮らしの情報欄

所得税および復興特別所得税の申告が必要な方

令和８年度分の「町・県民税・森林環境税」と令和７　年分の「所得税」の申告受け付けが始まります！

○事業所得（営業等、農業）や不動産所得などがある方

○給与所得がある方で、下記のいずれかに該当する方
　・給与以外の各種の所得金額の合計額が 20万円を超える
　・	給与を 2カ所以上から受けていて、年末調整をされなかった給与の収入金額と、各種の所得金額（給与所得、退

職所得を除く）との合計額が 20万円を超える

○所得税および復興特別所得税の還付を受けようとする方

上場株式の配当所得や譲渡所得の確定申告を
される方、また証券会社の特定口座で ｢源泉
徴収あり｣ を選択し、確定申告をされる方

　町県民税・森林環境税の配当割額控除等を受
けるためには、確定申告書第二表の住民税に関
する事項に記載漏れのないようお願いします。

町・県民税　住宅借入金等特別税額控除
（住宅ローン控除）のお知らせ

　所得税から控除しきれない住宅ローン控除可
能額がある方は、一定の額を町・県民税・森林
環境税から控除します。町への申告は不要です
が、確定申告か年末調整で所得税の住宅借入金
等特別控除の手続きをしてください。

問い合わせ
・税務課　	町民税係　☎６８－２２１１（内線２０３）
・竜ケ崎税務署　☎０２９７－６６－１３０３（自動音声案内）〒３０１－８６０１　龍ケ崎市川原代町１１８２－５

申告の注意点

○	令和５年分申告より上場株式等の特定配当金などの所得について、所得税と住民税で異なる課税方式の選択をすることがで
きなくなっておりますのでご注意ください。
○	還付申告を受ける方は個人番号の記載が必須となります。当日マイナンバーカードや通知カードなどにて確認ができない場
合は不正還付防止の観点から実態調査が必要となり、還付が通常より遅くなりますのでご注意ください。
○要介護認定を受けている方で障害者控除を受ける方は「障害者控除対象者認定書」の取得を事前にお願いいたします。

※その他詳細については広報とね１月号もしくは、町公式ホームページにてご確認ください。

申告についてのホームページはこちら

町・県民税・森林環境税、所得税および復興特別所得税の申告は、正しくお早めに！
●申告に来られる皆さまへのお願い
　現在スマホやパソコンからの申告が推奨されており、利根町役場にご用意している申告関係書類の
枚数が非常に少なくなっているため、必要な方は職員へお声掛けいただきますようお願いいたします。
なお、なくなり次第配布終了となりますのでご了承ください。また、竜ケ崎税務署（0297-66-1303
音声ガイダンス「0」番）にご連絡していただくことで申告に必要な書類が郵送で届くようになります
のでご利用ください。（届くまでに１週間ほどかかる場合がありますのでご注意ください）

役場で申告をされる方

町・県民税・森林環境税の申告が必要な方
令和８年 1月 1日現在、利根町に住民登録があり、次のいずれかに該当する方
　○給与以外の所得があり、所得税の確定申告書を提出しない方
　○勤務先から町へ給与支払報告書の提出がない方
　○	昨年中収入がなかった方、または障害者年金・遺族年金などの非課税所得のみの方で、同一世帯のどなたの扶養に

もなっていない方　※収入が無い方につきましては電話でもお受けできます。
　○	公的年金等の収入金額が 400万円以下であり、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が 20万円以下の方

※所得税の還付を受けようとする場合は、確定申告が必要です。
　○源泉徴収票に記載されている控除以外で、各種控除の適用を受けようとする方
　　※日本年金機構等に提出する「扶養親族等申告書」に扶養の記載がない場合、申告が必要です。

▶期　間
　２月 16日（月）～３月 16日（月）
　　（土・日曜日、祝日を除く）

▶時　間
　９:00 ～ 11:00、13：00～ 15：00

▶場　所
　役場１階　多目的ホール

※	作成済みの確定申告書はお預かりができなくなりました
ので、ご自身で竜ケ崎税務署に直接提出（郵送可）をお
願いします。

▶休日申告
　次の日時に限り、相談・受け付けを行います。
　3月 1日（日）９:00 ～ 11:00

役場で受け付けできない申告相談
　●青色申告・譲渡所得の申告
　●損失申告・申告分離課税の申告
　●贈与税の申告・雑損控除の申告
　●令和 7年分以外の申告
　●住宅借入金等特別控除の初年度の申告
　●日本国外に居住する親族を扶養する方

●申告に必要なもの
①お知らせはがき（税務署、町から送付を受けた方）
②	本人確認書類　マイナンバーカード（個人番号カード）
または通知カード
※	代理申請の場合は、代理人の身元確認（個人番号カード
や運転免許証）、申告者の番号確認（個人番号カードまた
は通知カードなど）が必要となります。
※	利根町以外に居住している方を扶養親族として申告する
場合は、その方の『住所・氏名・生年月日・個人番号』
が必要となります。
③申告者名義の預貯金口座番号が分かるもの
④給与所得や公的年金等の源泉徴収票
⑤	収支内訳書（事業所得〈営業等、農業〉や不動産所得が
ある方）
⑥	国民健康保険税、介護保険料の支払額がわかる書類、国
民年金保険料の支払証明書
⑦生命保険料・地震保険料などの控除証明書
⑧障害者手帳・療育手帳など障害の程度が分かるもの
※	要介護認定を受けている方で障害者控除を受ける方は福祉
課にて障害者控除対象者認定書の申請が必要になります。
⑨	医療費控除の明細書、医療費通知、または医療費の領収
書（原本）、および保険金や高額医療費などで補てんされ
る金額が分かる書類
※	受付時間短縮のため、医療費控除の明細書は事前に作成
してください。
⑩住宅借入金等特別控除申告書と借入金年末残高証明書
⑪	死亡した者の令和７年分の所得税および復興特別所得税
の確定申告書の付表（準確定申告を行う方）

1011 令和 8年 2月（No.743）令和 8年 2月（No.743）

暮らしの情報欄

所得税および復興特別所得税の申告が必要な方

令和８年度分の「町・県民税・森林環境税」と令和７　年分の「所得税」の申告受け付けが始まります！

○事業所得（営業等、農業）や不動産所得などがある方

○給与所得がある方で、下記のいずれかに該当する方
　・給与以外の各種の所得金額の合計額が 20 万円を超える
　・ 給与を 2 カ所以上から受けていて、年末調整をされなかった給与の収入金額と、各種の所得金額（給与所得、退

職所得を除く）との合計額が 20 万円を超える

○所得税および復興特別所得税の還付を受けようとする方

上場株式の配当所得や譲渡所得の確定申告を
される方、また証券会社の特定口座で ｢源泉
徴収あり｣ を選択し、確定申告をされる方

　町県民税・森林環境税の配当割額控除等を受
けるためには、確定申告書第二表の住民税に関
する事項に記載漏れのないようお願いします。

町・県民税　住宅借入金等特別税額控除
（住宅ローン控除）のお知らせ

　所得税から控除しきれない住宅ローン控除可
能額がある方は、一定の額を町・県民税・森林
環境税から控除します。町への申告は不要です
が、確定申告か年末調整で所得税の住宅借入金
等特別控除の手続きをしてください。

問い合わせ
・税務課　 町民税係　☎６８－２２１１（内線２０３）
・竜ケ崎税務署　☎０２９７－６６－１３０３（自動音声案内）〒３０１－８６０１　龍ケ崎市川原代町１１８２－５

申告の注意点

○ 令和５年分申告より上場株式等の特定配当金などの所得について、所得税と住民税で異なる課税方式の選択をすることがで
きなくなっておりますのでご注意ください。

○ 還付申告を受ける方は個人番号の記載が必須となります。当日マイナンバーカードや通知カードなどにて確認ができない場
合は不正還付防止の観点から実態調査が必要となり、還付が通常より遅くなりますのでご注意ください。

○要介護認定を受けている方で障害者控除を受ける方は「障害者控除対象者認定書」の取得を事前にお願いいたします。

※その他詳細については広報とね１月号もしくは、町公式ホームページにてご確認ください。

申告についてのホームページはこちら

10令和 8年 2月（No.743）
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地域の皆さんを支援する民生委員・児童委員のご紹介地域の皆さんを支援する民生委員・児童委員のご紹介
　民生委員・児童委員は、民生委員法および児童福祉法に基づいて厚生労働大臣から委嘱された非常勤の地方公務員です。地
域住民の身近な相談相手となり、支援を必要とする住民と行政や専門機関をつなぐパイプ役として活動しております。
　民生委員・児童委員には守秘義務がありますので、地域の方からのご相談内容の秘密は守られます。あなたの地域の民生委
員・児童委員は次のとおりです。

地区名 氏　名 担　当　地　域

文地区

大　野　次　男 おおの　つぎお 羽根野、上曽根、押付本田
後　閑　　　操 ごかん　みさお 羽根野台（1班～ 10班）
安　田　喜世史 やすだ　きよし 羽根野台（11班～ 21班）
鈴　木　史　郎 すずき　しろう 羽根野台（22班～ 30班）
白　石　安　記 しらいし　やすき 羽根野台（31班～ 40班）
中　澤　則　明 なかざわ　のりあき 下井、押付新田、中田切
長　島　康　夫 ながしま　やすお 下曽根、早尾、大平、横須賀
斉　藤　　			孝 さいとう　たかし 早尾台（1班～ 9班）
加　川　恵美子 かがわ　えみこ 早尾台（10班～ 12班、19班～ 22班）
入　谷　義　規 いりたに　よしのり 早尾台（23班～ 29班）
稲　本　かおり いなもと　かおり 早尾台（13班～ 18班）
五十嵐　武　子 いがらし　たけこ もえぎ野台（1丁目～ 2丁目）
長　妻　明　美 ながつま　あけみ もえぎ野台（3丁目）
五十嵐　繁　夫 いがらし　しげお もえぎ野台（4丁目～ 5丁目）

文間地区
蜂　谷　佳　子 はちや　よしこ 押戸、奥山
坂　本　廣　子 さかもと　ひろこ 大房
武　藤　和　子 むとう　かずこ 立木（立木新田を除く）

東文間地区

藤　代　篤　則 ふじしろ　あつのり 羽中、福木、三番割
山　口　あや子 やまぐち　あやこ 中谷、立崎（十字路境南側）
髙　橋　唯　雄 たかはし　ただお 惣新田、立木新田、立崎（十字路境北側）
石　塚　宜　子 いしづか　よしこ 加納新田、東奥山新田

布川地区

鈴　木　和　男 すずき　かずお ニュ－タウン（1～ 16街区）
黒　澤　保　美 くろさわ　やすみ ニュータウン（17～ 34街区）、太子堂
丸　山　信　行 まるやま　のぶゆき ニュータウン（35～ 44、69街区、商店街）
根　本　千　里 ねもと　ちさと ニュータウン（45～ 50、63～ 67街区）
風　間　富　江 かざま　とみえ ニュータウン（51～ 62、68街区）
鈴　木　法　子 すずき　のりこ 内宿、浜宿
窪　　　俊　和 くぼ　としかず 布川台
中　野　傳　功 なかの　ただかつ 八幡台
香　取　　　節 かとり　たかし 馬場（上坪、下坪、新町）
菊　地　涼　子 きくち　りょうこ 馬場（東、山王）
矢　島　真由美 やじま　まゆみ 四季の丘 1丁目
出　口　庫　子 でぐち　くらこ 四季の丘２丁目
三　宅　祐　一 みやけ　ゆういち 中宿、上柳宿
田　上　幸　一 たがみ　こういち 下柳宿、サーパス布佐、谷原
三　輪　照　子 みわ　てるこ 白鷺の街（1班～ 8班）
有　賀　弘　康 ありが　ひろやす 白鷺の街（9班～ 17班）
村　越　敏　子 むらこし　としこ フレッシュ北東部（26～ 34、43～ 45、54街区）
山　口　裕　子 やまぐち　ひろこ フレッシュ北西部（1～ 5、10～ 17街区）
伊　原　靜　枝 いはら　しずえ フレッシュ南西部（6～ 9、18～ 25街区）
山　本　康　雄 やまもと　やすお フレッシュ南東部（35～ 42街区）
市　川　英　夫 いちかわ　ひでお フレッシュ東部（46～ 60街区、54街区を除く）

主任児童委員 髙　野　美　香 たかの　みか 利根町全域
粂　原　礼　子 くめはら　れいこ 利根町全域

【令和８年２月現在（任期：令和 10年 11月 30日まで）】

※各委員の連絡先などは、下記までお問い合わせください。						
【問い合わせ】　利根町役場　福祉課　社会福祉係　　☎６８－２２１１　（内線１２２）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替
で
の
前
納
が
便
利
で
お
得
！

　
口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
納
付
の
手
間

が
か
か
ら
ず
、
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
早
割
や
前
納
を
し
て
い
た
だ
く
と

国
民
年
金
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
の
方
法
は
、
下
記
の
表
か
ら
自

由
に
選
ん
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　左
記
表
内
の
割
引
額
は
令
和
７
年
度
現
在

の
保
険
料
額
に
よ
る
金
額
で
あ
り
、
令
和
８

年
度
の
割
引
額
は
変
動
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
令
和
８
年
度
の
保
険
料
額
は
、
令
和
８

年
２
月
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
告
示
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　
前
納
は
い
つ
で
も
申
し
込
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
申
し
込
み
の
時
期
に
よ
っ
て
初
回
の

振
替
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

※�

振
替
日
が
休
日
の
場
合
は
、
翌
営
業
日
に

振
替

※�

当
月
末
振
替
（
早
割
）
の
割
引
額
は
、
１

カ
月
分
当
た
り
の
金
額

▼ 

問
い
合
わ
せ

・�

土
浦
年
金
事
務
所　
国
民
年
金
課

　
☎
０
２
９
‐
８
２
５
‐
１
１
７
０

　

�

自
動
音
声
に
従
っ
て【
２
】の
あ
と
に【
２
】

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

保
険
年
金
課　
医
療
年
金
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
１
７
７
）

▼
申
込
方
法

・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
場
合

　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
経
由
し
て
「
ね
ん
き

　
ん
ネ
ッ
ト
」
上
で
手
続
き
を
完
了
す
る
こ

　
と
で
提
出
が
完
了
し
ま
す
。

・
書
面
に
よ
る
場
合

　

�「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納
付
（
変

更
）
申
出
書
」
を
お
近
く
の
年
金
事
務
所

ま
た
は
口
座
振
替
を
希
望
す
る
金
融
機
関

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　申
出
書
は
、
役
場
保
険
年
金
課
、
年
金
事

務
所
の
窓
口
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
。

取手北相馬休日夜間診療所（内科・外科）
取手市野々井１９２６番地
（取手北相馬保健医療センター医師会病院内）
☎０２９７－７８－６１１１
※必ず事前に医療機関に電話をしてください。
診療時間　土曜日：17時～翌朝 9時
　　　　　日曜日、祝日・年末年始：9時～翌 9時

休日・夜間の受診が必要なとき

050-5445-2856

受診を迷ったり・誰かに相談したいとき

　
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
（
自
分
以
外
）
か
ら
受

け
た
傷
病
に
つ
い
て
、
国
民
健
康
保
険
制
度
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
マ
イ
ナ
保
険
証
お
よ
び
資

格
確
認
書
な
ど
を
使
用
し
て
治
療
を
受
け
る
場

合
、
法
令
に
基
づ
き
被
保
険
者
に
よ
る
「
第
三
者

行
為
に
よ
る
被
害
届
」
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

●
第
三
者
行
為
と
は

・
相
手
が
い
る
交
通
事
故

・
傷
害
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た

・
他
人
の
ペ
ッ
ト
に
咬
ま
れ
た　
な
ど

●
こ
の
よ
う
な
場
合
も
届
け
出
が
必
要
で
す

・
自
損
事
故
を
起
こ
し
た
車
に
同
乗
し
て
い
た

・�

自
分
自
身
の
過
失
が
大
き
い
事
故(

過
失
の
割

合
に
関
係
無
く
提
出
の
義
務
が
あ
り
ま
す)

・
相
手
が
不
明
の
事
故

●�

マ
イ
ナ
保
険
証
・
資
格
確
認
書
な
ど
が
使
え
な

い
場
合

・�

通
勤
中
や
業
務
中
の
負
傷
（
労
災
保
険
の
対
象

と
な
り
ま
す
）

・
飲
酒
運
転
や
無
免
許
運
転

・
け
ん
か
や
泥
酔
に
よ
る
負
傷

問
保
険
年
金
課　

　
国
民
健
康
保
険
係
・
後
期
医
療
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
１
７
２
・
１
７
５
）

第
三
者
行
為
に
つ
い
て



美
容
医
療
ト
ラ
ブ
ル

消
費
生
活
相
談
だ
よ
り

▼
問
い
合
わ
せ

①�

ま
ち
未
来
創
造
課　
消
費
生
活
相
談
窓
口

毎
週
月
・
水
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
）

　
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
５
時

　
リ
モ
ー
ト
相
談
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
！　

　
毎
週
火
・
木
曜
日
（
要
予
約
）

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
２
４
６
）

②
茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

�

平
日
と
日
曜
日
（
日
曜
日
は
電
話
の
み
、

年
末
年
始
を
除
く
）

　

�

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
日
曜
日
は
午
後

４
時
ま
で
）

　
☎
０
２
９
‐
２
２
５
‐
６
４
４
５

③�

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
（
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
）
年
末
年
始
を
除
く

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
☎
１
８
８
（
い
や
や
！
）

※�

他
市
町
村
への
ご
相
談
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

暮らしの情報欄

不
妊
相
談
セ
ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
開
催

～
お
し
ゃ
べ
り
会
の
ご
案
内
～

　
ご
自
身
の
不
安
や
疑
問
、
治
療
中
の
ス
ト

レ
ス
や
想
い
を
共
有
す
る
時
間
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

○�

体
外
受
精
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
、

妊
娠
率
、
病
院
情
報
を
知
り
た
い
。

○
治
療
法
や
転
院
に
悩
ん
で
い
る
。

○�

先
進
医
療
や
サ
プ
リ
、
身
体
作
り
、
皆
さ

ん
ど
う
し
て
る
の
か
な
？

○�

ど
こ
ま
で
治
療
を
続
け
る
か
、
自
費
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…
、
そ
の
先
に
あ
る

治
療
法
っ
て
何
が
あ
る
の
？

○�

夫
、
友
人
、
姉
妹
と
の
関
係
性
、
仕
事
の

両
立
、
職
場
で
の
ス
ト
レ
ス
…
、
治
療
中

に
感
じ
る
モ
ヤ
モ
ヤ
や
誰
に
も
話
せ
な

か
っ
た
胸
の
内
を
聞
い
て
欲
し
い
。

▼ 

日
時　
3
月
15
日
㈰　

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼ 

場
所

　
茨
城
県
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
３
階
会
議

　
室
（
水
戸
市
笠
原
町
４
８
９
）

▼
募
集
対
象　
一
人
目
妊
活
中
の
方

▼
定
員　
10
名

▼
申
し
込
み
期
限　

　
３
月
13
日
㈮　
午
後
3
時
ま
で

　
茨
城
県
産
婦
人
科
医
会
に
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
い
合
わ
せ　
茨
城
県
産
婦
人
科
医
会

　
☎
０
９
０
‐
２
２
８
２
‐
７
３
８
８

　
平
日　
午
前
９
時
～
午
後
3
時

乳
幼
児
の
事
故
防
止

　

子
ど
も
は
い
ろ
ん
な
こ
と
に
興
味
を
も
っ

て
、ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
が
、

危
険
を
予
知
す
る
こ
と
は
全
く
で
き
ま
せ
ん
。

悲
し
い
こ
と
に
、
ふ
と
し
た
事
故
で
亡
く
な
る

子
ど
も
も
い
ま
す
。
大
人
の
気
配
り
で
子
ど
も

の
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
、
３
～
４
カ
月
児
相
談
、
１
歳
６
カ

月
児
健
診
、
3
歳
児
健
診
で
安
全
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
を
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
事
故

防
止
の
た
め
に
活
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
】

○
3
カ
月　
な
ん
で
も
口
に
入
れ
る

○
6
カ
月　
寝
返
り
を
う
つ

○
8
カ
月　
は
い
は
い
を
始
め
る

○
9
カ
月　
つ
か
ま
り
立
ち
が
始
ま
る

○
１
才　
歩
き
始
め
る

○
１
才
３
カ
月　
階
段
を
上
る

　
子
ど
も
の
成
長
に
と
も
な
っ
て
、
起
こ
り

や
す
い
事
故
は
変
わ
り
ま
す
。

０
才
～　
窒
息
、
異
物
誤
飲
、
や
け
ど
、
転

　
　
　
　
倒
・
転
落
に
よ
る
外
傷

１
才
～　

転
落
（
階
段
な
ど
）、
溺
水
（
お

　
　
　
　
風
呂
）、
誤
飲
、
や
け
ど

３
才
～　

転
落
（
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
）、
や
け

　
　
　
　

�

ど
（
火
遊
び
）、
溺
水
（
川
）、
交

通
事
故

　
詳
し
く
は
、
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
の
こ
ど
も

家
庭
庁『
事
故
防
止
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼	

問
い
合
わ
せ
　

　
子
育
て
支
援
課　
母
子
保
健
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
１
４
６
）

ぼうさい掲示板

　北朝鮮による弾道ミサイル発射状況を踏まえ、弾道ミサイル発射の緊急情報が発信された場合に、とるべき行動に
ついてお知らせします。
　弾道ミサイルは、発射からきわめて短時間で着弾します。
　ミサイルが着弾または通過する可能性がある場合は、国からの緊急情報を瞬時に伝える「Jアラート」を活用して、
町民に防災行政無線で特別なサイレン音とともにメッセージを流すほか、携帯電話からの緊急速報メールが流れます
ので、このタイミングで以下の状況に応じて避難行動をとってください。

J アラート発信時（弾道ミサイル）の避難行動について

①　屋外にいる場合
　近くの建物の中へ至急避難。
※できれば頑丈な建物や地下が望ましいですが、近くになければ、それ以外の建物でも構いません。

②　建物がない場合
　物陰に身を隠すか、地面に伏せて頭部を守る。

③　屋内にいる場合
　窓から離れるか、窓のない部屋に移動する。

　Q　Jアラートが流れた後に避難を始めても手遅れでは？
　A　	避難行動にかけられる時間は限られたものですが、それでも近くの建物の中や地下などに避難する、

物陰に身を隠すなど、わずかな時間でもできることはあります。

　Q　近所には、丈夫な建物も地下もなく、避難できるところがありません。　　
　A　	横（水平）方向に広がる爆風や飛散する破片などに対して身体の衝突面を極力減らすことが重要な

ので、木造住宅へ避難するだけでも、避難行動をとらない場合と比べて被害を軽減できる可能性が
高まります。

　※	詳細については、「内閣官房国民保護ポータルサイト」に掲載されています。
　　事前に確認しておきましょう。
　　https://www.kokuminhogo.go.jp/kokuminaction/index.html

よくある質問と回答
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美
容
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
広
告
な
ど
が

受
診
の
き
っ
か
け
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
く
み

ら
れ
、
10
歳
代
か
ら
20
歳
代
の
相
談
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

▼
相
談
事
例

◎�

「
10
万
円
の
全
身
脱
毛
」
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
広
告
を

見
て
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
出
向
い
た
が
、「
広

告
の
施
術
は
効
果
が
低
い
。
本
来
70
万
円
の

コ
ー
ス
を
60
万
円
に
す
る
」
と
勧
め
ら
れ
契

約
し
た
。
後
悔
し
て
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を

申
し
出
た
が
、
応
じ
て
も
ら
え
な
い
。

◎�

「
二
重
ま
ぶ
た
の
手
術
が
１
日
で
可
能
。
手

術
当
日
に
化
粧
で
き
る
」
と
い
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
広

告
を
み
て
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
、
そ

の
ま
ま
当
日
に
手
術
を
受
け
た
。
術
後
１
週

間
経
っ
て
も
腫
れ
が
引
か
な
い
。
リ
ス
ク
の

説
明
は
な
か
っ
た
。

▼
ア
ド
バ
イ
ス

◎
そ
の
場
で
契
約
・
施
術
を
し
な
い
。

◎�

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
広
告
は
法
律
で
規
制
（
費

用
を
強
調
し
た
広
告
・
誤
認
さ
せ
る
お
そ

れ
の
あ
る
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー
写
真
な
ど
）

さ
れ
て
い
ま
す
。

◎�

施
術
前
に
リ
ス
ク
や
副
作
用
の
確
認
を
し

ま
し
ょ
う
。

◎
「
お
金
が
な
い
」
な
ら
「
契
約
し
な
い
」

◎�

１
回
限
り
の
整
形
手
術
は
原
則
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
で
き
ま
せ
ん
。
役
務
提
供
期
間

が
１
カ
月
を
超
え
、
支
払
金
額
が
５
万
円

を
超
え
る
場
合
は
特
定
商
取
引
法
が
適
用

さ
れ
、
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
を
含

む
８
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き

ま
す
。（
例
：
脱
毛
・
皮
膚
の
活
性
化
治
療
・

歯
牙
の
漂
白
な
ど
）

◎�

不
安
に
思
っ
た
場
合
や
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た
と
き
は
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

◎�

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

に
ウ
ェ
ブ
版
「
国
民
生
活
」
２
０
２
３
年

11
月
号
か
ら
２
０
２
４
年
７
月
号
に
「
美

容
医
療
の
基
礎
知
識
」
が
連
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

〈
参
考
：
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
〉

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

▶問い合わせ　防災危機管理課　防災係　☎６８－２２１１（内線３２２）

利根町行政アプリをインストールしよう

　重要なお知らせや、災害から自分や大切な人の命を守るための防災情報などを
町民の皆さまへ発信します。	
　右の二次元コードからインストールできますので、ぜひご活用ください！
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お 知 ら せ
T O N E 　 I n f o r m a t i o n

利根町役場
〒 300-1696

茨城県北相馬郡利根町布川 841-1
tel 0297-68-2211（代表）
fax 0297-68-7990

イ
ベ
ン
ト
・
講
習

　
毎
月
第
３
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
に
、

地
元
の
農
家
さ
ん
が
生
産
し
た
「
時
季
の
新
鮮
で
安

心
、安
全
な
野
菜
」
の
直
売
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

▼�

日
時　
３
月
1６
日
㈪　
午
前
9
時
～

※
売
り
切
れ
次
第
終
了

▼
場
所
　
役
場　
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

問
農
業
政
策
課　
農
業
振
興
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
４
３
５
）

新
鮮
野
菜
直
売
会

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

◎
響
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

▼
日
時　
３
月
20
日
㈮　
午
前
10
時
～

　
11
時
30
分

▼
場
所
　
複
合
福
祉
施
設　
響

▼
参
加
費　
１
５
０
円

問
複
合
福
祉
施
設　
響　
☎
61
‐
８
５
０
０

◎�

あ
ら
き
ハ
ウ
ス（
旧
荒
木
医
院
）オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

▼
日
時
　
３
月
２０
日
㈮　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
場
所
　
あ
ら
き
ハ
ウ
ス（
布
川
２
８
５
１
‐
２
）

▼
参
加
費　
１
０
０
円

問
あ
ら
き
ハ
ウ
ス　

　
☎
０
９
０
‐
２
５
２
９
‐
７
９
９
９

多
文
化
共
生
交
流
会

　
茨
城
県
国
際
交
流
協
会
か
ら
ワ
ー
ル
ド
キ
ャ
ラ

バ
ン
の
外
国
人
講
師
を
お
二
人
お
迎
え
し
て
、
多

文
化
共
生
交
流
を
行
い
ま
す
。

　
日
本
語
サ
ロ
ン
で
日
本
語
を
学
ぶ
外
国
人
と
共

に
、
地
域
の
方
々
と
気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る

場
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
友
達
や
ご
近
所
の

方
と
一
緒
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
2
月
15
日
㈰　

　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

▼
場
所　
利
根
町
図
書
館　
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
内
容

・�

ワ
ー
ル
ド
キ
ャ
ラ
バ
ン
国
際
理
解
教
育　
講
師

講
演
（
ベ
ト
ナ
ム
・
ス
リ
ラ
ン
カ
出
身
者
）

・�

グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク

▼
参
加
費　
無
料

▼
主
催　
日
本
語
サ
ロ
ン

問
日
本
語
サ
ロ
ン　
村
田
☎
68
‐
７
７
４
１

　
利
根
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
シ
ニ
ア
世
代

の
方
を
対
象
に
地
域
活
動
へ
の
参
加
の
き
っ
か
け

と
な
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
・
内
容

①
第
１
回　
2
月
19
日
㈭　
午
後
２
時
～
４
時
20

　
　
　
　
　
分　
「
開
講
式
・
仲
間
づ
く
り
」

②
第
２
回　
2
月
26
日
㈭　

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分　

　
　
　
　
　
「
施
設
見
学(

町
内
の
公
共
施
設)

」

③
第
３
回　

�

３
月
５
日
㈭　

　
　
　
　
　
午
前
９
時
20
分
～
11
時
45
分　

　
　
　
　
　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
・
閉
講
式
ほ
か
」

▼
場
所

　
①
・
③
利
根
町
健
康
増
進
等
複
合
施
設

　
②
徒
歩
・
バ
ス
に
よ
る
町
内
移
動
講
座

▼
参
加
費

　

�

無
料
（
昼
食
は
持
参
ま
た
は
、
希
望
者
に
は
実

費
で
準
備
し
ま
す
）

▼
対
象　
利
根
町
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方

※
３
日
間
と
も
参
加
で
き
る
方
を
優
先
し
ま
す
。

※
ス
ポ
ッ
ト
で
の
参
加
不
可
。

▼
定
員　
10
名
程
度

▼
申
込
期
限　
2
月
13
日
㈮

▼
申
込
方
法　

　
左
記
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

※�

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
氏
名
・
フ
リ
ガ
ナ
・

生
年
月
日
・
住
所
・
電
話
番

号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
利
根
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
利
根
町
健
康
増
進

等
複
合
施
設　
下
曽
根
２
５
４
）

　
☎
68
‐
７
７
７
１　
FAX�

68
‐
８
０
７
２

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
は
つ
ら
つ
セ
ミ
ナ
ー

写
真
展
「
利
根
の
音
」

　

花
火
大
会
の
公
式
写
真
な
ど
を
手
が
け
、
利
根

町
に
通
う
写
真
家
・
渋し

ぶ
や
け
ん
た
ろ
う

谷
健
太
郎
さ
ん
に
よ
る
写

真
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
の
町
の
風
景
と
、
柳
田
國
男
の
こ
と
ば
が

響
き
合
う
特
別
な
展
示
で
す
。
静
か
な
古
民
家
で
、

ゆ
っ
た
り
と
時
間
旅
行
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼�

日
時　
3
月
5
日
㈭
～
25
日
㈬

　
午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分

▼
場
所　
柳
田
國
男
記
念
公
苑　
母
屋

▼
休
苑
日　
月
曜
日
、
祝
日

問
利
根
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
68
‐
３
２
６
３

凡例＝問問い合わせ /　申し込み

　

学
校
運
営
協
議
会
と
は
、
学
校
と
保
護
者
や
地

域
住
民
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
学
校
運
営
に
反
映

さ
せ
る
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）」
を
進
め
る
た
め
に
設

置
さ
れ
た
協
議
会
で
す
。

▼
募
集
人
数　
２
名

▼
応
募
資
格　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

①�

令
和
８
年
４
月
１
日
現
在
、
利
根
町
に
引
き
続

き
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
方

②
平
日
の
昼
に
参
加
で
き
る
方

③
町
議
会
議
員
ま
た
は
町
職
員
で
な
い
方

④�

本
町
の
３
機
関
以
上
の
審
議
会
の
委
員
と
な
っ

て
い
な
い
方

⑤�

子
供
た
ち
の
豊
か
な
成
長
の
た
め
に
、
学
校
と

協
働
し
て
教
育
活
動
を
応
援
し
た
い
と
い
う
志

を
お
持
ち
の
方

▼
任
期　
4
月
1
日
㈬
～
令
和
９
年
３
月
31
日
㈬

▼
報
酬　
４
２
０
０
円
（
日
額
）

▼�

応
募
方
法　
３
月
６
日
㈮
ま
で
に
、「
公
募
委
員

申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
ま
た
は
、
直
接
、
役
場
指
導

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
公
募
委
員
申
込

書
は
、町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
ほ
か
、
利
根
町
役
場
４
階
指
導
課
・

利
根
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
利
根
町
文
化
セ

ン
タ
ー
・
利
根
町
図
書
館
に
設
置
）

▼�

選
考
方
法　
応
募
理
由
を
審
査
の
う
え
、
選
考

結
果
を
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

問
指
導
課　
庶
務
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
４
１
０
）

学
校
運
営
協
議
会
公
募
委
員
募
集

　
取
手
警
察
署
で
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
交
通

安
全
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
新
入
学
児

童
を
対
象
に
、
一
日
警
察
署
長
を
募
集
し
ま
す
。

▼
日
時　
４
月
３
日
㈮　
午
前
９
時
～

▼
対
象　
町
内
に
居
住
し
、
令
和
８
年
４
月
に
小

　
学
校
入
学
予
定
の
児
童

▼
定
員　
男
女
各
１
名

▼�

応
募
方
法　
は
が
き
に
、
左
記
事
項
を
明
記
し

て
応
募
先
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
児
童
の
住
所
、氏
名
（
ふ
り
が
な
）、生
年
月
日
、

性
別
、入
学
予
定
の
小
学
校
名
、保
護
者
の
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
（
日
中
通
話
可
能
な
も
の
）

▼
応
募
先　
〒
３
０
２
‐
０
０
１
７

　
茨
城
県
取
手
市
桑
原
９
５
５
番
地
１　

　
取
手
警
察
署
交
通
課

▼
受
付
期
間　
２
月
20
日
㈮
～
３
月
９
日
㈪
必
着

▼
抽
選　
３
月
1６
日
㈪　
午
後
３
時
に
取
手
警
察

　
署
１
階
ロ
ビ
ー
で
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　
当
選
者
に
は
電
話
連
絡
し
ま
す
。

取
手
警
察
署
一
日
警
察
署
長
募
集
！

　
利
根
町
大
平
の
大
平
野
生
植
物
園
で
か
た
く
り

鑑
賞
会
を
開
催
し
ま
す
。
数
百
の
カ
タ
ク
リ
の
花

が
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
ま
す
。

▼
日
時　
3
月
1４
日
㈯
～
2２
日
㈰　

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
場
所　
大
平
野
生
植
物
園
（
大
平
４
４
７
）

　
自
然
の
山
を
利
用
し
て
ま
す
の
で
、
歩
き
や
す

い
運
動
靴
な
ど
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
駐
車
ス

ペ
ー
ス
は
15
台
あ
り
ま
す
。

問
倉
本　
☎
０
８
０
‐
３
１
７
４
‐
８
４
５
８

か
た
く
り
鑑
賞
会

▼
主
催
者

　
取
手
地
区
交
通
安
全
協
会
茨
城
県
取
手
警
察
署

問
取
手
警
察
署　
交
通
課
企
画
安
全
係

　
☎
０
２
９
７
‐
77
‐
０
１
１
０

　
消
防
団
員
は
地
域
に
密
着
し
、
住
民
の
安
心
安

全
を
守
る
重
要
な
役
割
を
担
い
、
消
火
活
動
、
訓

練
、
防
火
啓
発
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
町
内
在
住
し
て
い
る
方
、
町
内
勤
務

し
て
い
る
方
ま
た
は
在
学
し
て
い
る
方
で
18
才
以

上
の
健
康
な
方
で
あ
れ
ば
入
団
で
き
ま
す
。

　
入
団
後
の
待
遇
に
つ
い
て

①
年
間
一
定
の
報
酬
、
出
動
手
当
、
5
年
以
上
勤

　
務
者
に
退
職
報
償
金
を
支
給

②
消
防
団
活
動
中
の
負
傷
は
、
補
償
制
度
を
適
用

③
活
動
作
業
服
を
支
給

④
勤
務
に
功
労
、
功
績
が
あ
っ
た
場
合
は
表
彰
の

　
対
象

問
防
災
危
機
管
理
課　
消
防
交
通
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
３
２
３
）　

消
防
団
員
募
集

▼
活
動
日　

　
３
月
～
12
月
ま
で
毎
月
１
回
の
土
曜
日

　
（
参
加
自
由
）　

▼
場
所　
近
県
の
低
山
中
心

▼
対
象　

・
５
ｋｍ
程
度
の
ハ
イ
キ
ン
グ
可
能
な
方

・
我
孫
子
駅
に
午
前
５
時
40
分
に
集
合
で
き
る
方

▼
内
容

　
月
１
回
日
帰
り
登
山
、
下
山
後
温
泉
利
用
、

　
我
孫
子
駅
か
ら
貸
し
切
り
バ
ス

▼
参
加
費　
年
会
費
３
０
０
０
円

▼
申
し
込
み
期
限　
３
月
31
日
ま
で

問
津
久
井　
☎
０
８
０
‐
９
２
６
６
‐
７
３
７
８

湖
北
山
の
会
会
員
募
集

申し込み
フォーム



凡例＝問問い合わせ /　申し込み

▼
開
設
日
時　

　
2
月
15
日
㈰
・
3
月
1
日
㈰
・
15
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

※�

必
ず
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※�

交
付
申
請
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
記
載
内
容
変
更
・
電
子

証
明
書
の
更
新
・
暗
証
番
号
の
再
設
定
は
受
け
付

け
ま
す
。

▼
交
付
場
所　
役
場
１
階　
住
民
課

�

問
住
民
課　
窓
口
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
１
６
２
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
カ
ー
ド

休
日
交
付
専
用
窓
口
開
設

そ

　の

　他

　
本
籍
地
か
ら
発
送
さ
れ
た
戸
籍
の
振
り
仮
名
の
通

知
書
（
ハ
ガ
キ
で
令
和
７
年
７
月
末
に
発
送
済
み
）

に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
振
り
仮
名
」
が
、
日
常
的
に

使
用
さ
れ
て
い
る
「
振
り
仮
名
」
と
違
う
場
合
は
、

５
月
25
日
ま
で
に
振
り
仮
名
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　
「
ャ
・
ュ
・
ョ
・
ッ
」
な
ど
の
小
文
字
が
大
文
字

に
な
っ
て
い
な
い
か
、
濁だ

く
お
ん音
の
有
無
も
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
小
文
字
が
大
文
字
に
な
っ
て
い
る
等
の
相

違
が
あ
る
場
合
は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

（
例
）
名
が
「
京
子
」
の
方

・
通
知
さ
れ
た
振
り
仮
名
が
「
キ
ヨ
ウ
コ
」

・�

日
常
的
に
使
用
し
て
い
る
振
り
仮
名
が
「
キ
ョ
ウ

コ
」
で
あ
る
場
合

→
相
違
が
あ
る
た
め
、
振
り
仮
名
の
届
出
が
必
要

▼�

届
出
方
法
（
３
つ
の
う
ち
い
ず
れ
か
）

　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
、
郵
送
、
窓
口

※
す
で
に
届
出
が
お
済
み
の
方
は
不
要
で
す
。

※�

詳
細
は
下
記
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�

問
住
民
課　
記
録
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
１
６
４
）

戸
籍
の
振
り
仮
名
の
確
認
は
お
済
み
で

す
か
？

行
政
書
士
無
料
相
談
会

▼�

日
時　
2
月
15
日
㈰　

　
午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

▼
場
所　
利
根
町
文
化
セ
ン
タ
ー　
1
階
講
座
室

▼
相
談
受
付　
事
前
予
約
（
6
組
ま
で
）

▼�

相
談
内
容　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
外
国

人
の
在
留
資
格
、
官
公
署
の
許
認
可
全
般

　

�

午
前
10
時
～
午
後
2
時

※
相
談
日
の
3
日
前
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
む

問
☎
０
９
０
‐
１
６
０
３
‐
７
３
７
４　
野
村

介
護
者
の
つ
ど
い
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県
で
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
、
療
育
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
の
た
め
に
使
用
す
る
自
動
車

で
、
障
害
等
級
が
一
定
の
要
件
を
満
た
し
、
障
害

者
の
方
ご
本
人
も
し
く
は
障
害
者
の
方
と
生
計
を

一
に
す
る
方
が
所
有
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
、
申

請
に
よ
り
自
動
車
税
（
環
境
性
能
割
・
種
別
割
）

を
減
免
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

減
免
申
請
は
管
轄
の
県
税
事
務
所
に
お
い
て
年
間

を
通
じ
て
受
け
付
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
次
の
日

程
で
減
免
申
請
の
出
張
窓
口
を
設
置
し
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
受
け
付
け
日
時　
２
月
13
日
㈮

　
午
前
10
時
～
正
午　
午
後
1
時
～
３
時

▼
受
付
場
所

　
利
根
町
役
場　
福
祉
課
相
談
室　

※�

新
車
、
中
古
車
新
規
登
録
に
係
る
減
免
や
自
動

車
取
得
税
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
登
録
日
か
ら

30
日
以
内
に
管
轄
の
水
戸
ま
た
は
土
浦
県
税
事

務
所
自
動
車
税
分
室
で
お
願
い
し
ま
す
。

自
動
車
税
減
免
申
請
の
出
張
窓
口
開
設

　
家
族
の
中
に
精
神
障
害
の
当
事
者
を
持
つ
父
母

や
兄
弟
が
集
ま
っ
て
、
毎
月
１
回
「
家
族
を
支
え

る
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。「
支
え
る
会
」
は

家
族
や
親
族
だ
け
が
参
加
出
来
る
会
で
、
安
心
し

て
悩
み
を
話
し
合
い
、
多
く
の
参
考
意
見
が
聞
け

る
場
で
す
。
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
も
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▼�

日
時

　
3
月
7
日
㈯　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼�

場
所

　
龍
ケ
崎
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー　
大
会
議
室

　
（
龍
ケ
崎
市
馴
馬
町
２
４
４
５
）

▼�

対
象
地
区　
利
根
町
・
龍
ケ
崎
市
・
稲
敷
市
・

河
内
町
・
つ
く
ば
市
・
そ
の
ほ
か

▼�

主
催　
龍
ケ
崎
地
方
家
族
会（
ピ
ア・か
た
つ
む
り
）

問
龍
ケ
崎
地
方
家
族
会
会
長

　
竹
之
内　
☎
１
６
１
４
‐
２
３
７
１

龍
ケ
崎
地
方
家
族
会

（
ピ
ア
・
か
た
つ
む
り
）
定
例
会

利根町商工会商品券
事業特設ホームページ

商
工
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
令
和
７
年
度
「
と
ね
ま
ち
地
元
応
援
！
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
」
の
使
用
期
限
は
２
月
28
日
㈯
ま

で
と
な
り
ま
す
。
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
使
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
お
早
め
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
商
品
券
に
つ
き
ま
し
て
も
使

用
期
限
（
券
面
記
載
）
が
あ
り
ま
す
。
使
用
期
限

を
過
ぎ
た
も
の
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
商
品
券
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
利
根
町
商

工
会
商
品
券
事
業
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
障
害
や
病
気
を
理
由
に
、
こ
ど
も
が
で
き
な
く

な
る
手
術
や
、
こ
ど
も
を
生
み
育
て
た
い
と
思
っ

て
い
た
人
が
妊
娠
を
続
け
ら
れ
な
く
な
る
処
置
を

さ
れ
た
方
は
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？
そ
の

よ
う
な
話
を
聞
い
た
ご
家
族
や
関
係
者
は
、
い

ら
っ
し
ゃ
ま
せ
ん
か
？
是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
家
庭
庁
旧
優
生
保
護
法
補

　
償
金
等
相
談
窓
口

　
☎
０
３
‐
３
５
９
５
‐
２
５
７
５

　
平
日
午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
・

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

旧
優
生
保
護
法
補
償
金
等
相
談
窓
口

　
『
介
護
者
の
つ
ど
い
』
は
、
介
護
者
同
士
が
集

ま
り
、
毎
月
第
２
水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

座
談
会
や
食
事
会
な
ど
を
通
し
て
情
報
交
換
を
行

い
、
お
互
い
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
利
根
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
共
催
で

日
帰
り
旅
行
や
新
年
会
な
ど
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
企

画
も
あ
り
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
３
月
11
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
場
所　
利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

�

懇
談
会

▼
参
加
費　
無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

※
イ
ベ
ン
ト
時
は
実
費
負
担
あ
り

�

問
利
根
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
１
３
１
）

▼
日
時

　3
月
２
日
㈪　
午
前
９
時
～
午
後
１
時

▼�

相
談
内
容

　借
金
問
題
、
離
婚
、
相
続
・
贈
与

の
問
題
、
土
地
（
借
地
）・
建
物
の
ト
ラ
ブ
ル
、

境
界
争
い
、
夫
婦・親
子
な
ど
家
庭
内
の
問
題
、

近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、セ
ク
ハ
ラ
、Ｄ
Ｖ
問
題
、

交
通
事
故
な
ど

▼
相
談
受
付
件
数　
12
件
ま
で（
１
人
20
分
程
度
）

　�相
談
日
前
日
ま
で
の
電
話
予
約
と
し
ま
す
。
た

だ
し
、
当
日
空
き
が
あ
る
場
合
は
、
当
日
も
受

け
付
け
ま
す
。

問
福
祉
課　
社
会
福
祉
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
１
２
２
）

相

　談

無
料
法
律
相
談
会

▼
注
意

　

減
免
の
要
件
、
必
要
な
持
ち
物
に
つ
い
て
は
、

土
浦
県
税
事
務
所
ま
で
あ
ら
か
じ
め
必
ず
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
土
浦
県
税
事
務
所
　収
税
第
一
課

　
☎
０
２
９
‐
８
２
２
‐
７
２
０
５

　
令
和
８
年
１
月
１
日
か
ら
運
用
開
始

　
林
野
火
災
注
意
報
・
林
野
火
災
警
報

　
全
国
的
に
野
焼
き
・
た
き
火
・
ご
み
の
焼
却
行

為
な
ど
の
飛
び
火
か
ら
大
規
模
な
火
災
に
発
展
す

る
事
案
が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
で
も
野
焼
き
な
ど
か
ら
燃
え
広
が
っ

た
火
災
が
多
数
発
生
し
、
建
物
に
被
害
が
拡
大
し

た
例
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
火
災
予

防
条
例
を
改
正
し
、
火
災
発
生
の
危
険
性
が
高
い

と
認
め
ら
れ
る
気
象
条
件
の
際
に
は
、
林
野
火
災

注
意
報
・
林
野
火
災
警
報
を
発
令
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
が
発
令
さ
れ
る
と
、
山
林
・
原
野
な
ど

に
お
い
て
の
火
入
れ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の

他
全
て
の
地
域
の
屋
外
に
お
い
て
、
た
き
火
や
、

野
焼
き
、
煙
火
、
喫
煙
等
の
火
災
予
防
条
例
に
定

め
ら
れ
た
「
火
の
使
用
の
制
限
」
に
従
う
義
務
が

生
じ
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
ホ
ー
ム　

　
ペ
ー
ジ
：w

w
w
.inashiki-kouiki.jp

問
利
根
消
防
署

　
☎
０
２
９
７
‐
68
‐
３
７
５
５

利
根
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ



多様性と変革を阻む「見えない壁」
　こうした暗黙の了解や思い込みは、仕事を円滑に進める上で「あたりまえ」の意識、行動として定着してきたものであり、
一人ひとりに悪意があるわけではありません。
　しかし、そうした共通認識が一部のメンバーのみに共有され、同じような考え方や成功体験を持った人達が組織の中心的
役割を引き継いでいくことによって、意図せずに異なる視点を排除する「見えない壁」が作られ、イノベーションや新しい
アイデアが生まれにくい環境がつくられてしまいます。
　例えば、組織の中でマイノリティである女性は、既に形成された男性中心のネットワークの中に参加しにくく、仕事を進
めるために大切な知識や必要な行動規範などの情報を受
け取ることができないだけでなく、人脈づくりが遅れる
ため、結果的に昇進・昇格の遅れにつながります。また
男女を問わず、近年では飲み会やゴルフに参加しない若
者も増えています。従来のコミュニティに入らない若手
世代も、やはり仕事に関する情報を受け取れずに成長が
阻まれ、仕事に対するモチベーションが維持できなくな
る可能性があります。

男女共同参画ってなあに？　Part 142

オールド・ボーイズ・ネットワーク（OBN）ってなあに？

オールド・ボーイズ・ネットワーク（OBN）とは？
　オールド・ボーイズ・ネットワーク（OBN）とは、これまで男性が多数派を占める組織の中で培われてきた、明文化さ
れていないルールや約束事、仕事の進め方、人間関係などであり、組織を支える古い価値観や慣習となっているものです。
以下に代表的な例を挙げてみます。

・飲み会やゴルフの集まりなど、非公式の場で出た話で仕事が進む

・	女性への過剰な配慮から、育児中の女性には責任ある仕事や出張などをさせてはいけないと思い込ん
でいる

・若手や女性が提案しても評価されず、同じ内容をベテランが言うと通る

●問い合わせ　政策企画課　政策企画係　☎６８－２２１１（内線３３８）

私たちにできること
　自分と似た考え方の男性を仲間に加えて同じやり方を繰り返していくOBNの壁を、少しでも低く、薄くするには、どう
すればいいでしょうか。以下に行動例を挙げてみます。	

・役職者が男性ばかりになっている場合は、女性の候補者を入れることができないか確認する

・仕事の進めやすさや頼みやすさではなく、本人の意思や能力に応じて仕事を分担する

・勤務時間外の場だけでなく、仕事中や人事面談の場でもコミュニケーションの機会を確保する

　企業や地域が新しい時代に対応していくためには、異なる属性や価値観を持つ人々を活かせる組織風土をつくることが大
切なのです。

2021 令和 8年 2月（No.743）令和 8年 2月（No.743）



問い合わせ　日本ウェルネススポーツ大学

日本ウェルネススポーツ大学からの情報をお届けします。

とねワイワイくらぶ　令和８年３月の活動予定

★	プログラムは、状況により変更・中止する場合があります。最新の活動計画は、各公共機関のパンフレット用ラックに配付してあります。または「と
ねっと」でもお知らせしています。

★会員は、定例クラブ活動のどの種目を選んでも同じ会費です。ビジター参加は、大人 300 円、子供 150 円です。★早朝の楊名時太極拳は無料です。

●問い合わせ　とねワイワイくらぶ　事務局　☎０９０－１４０７－４４８０
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●問い合わせ　利根町保健福祉センター　☎６８－８２９１

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
会
場
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
の
声

場　所 日　程　 時　間 持ち物

利根町保健福祉センター　2 階
　　　　　　　　　　　　1 階

第１・３木曜日
第２・４水曜日

２/19　　　　３/ 5・19
２/25　　　　２/11・25

10：00 ～ 11：00 飲み物、タオル、ボール
室内運動靴　

 布川地区コミュニティセンター 第１・３火曜日  ２/17　　　　３/ ３・17  9：45 ～ 10：45

 講師 : 筑波大学　桑
くわみず

水先生・山
やまざき

﨑先生・秦
はた

先生・姜
かん

先生・李
い

先生　
※福祉バス・ふれ愛タクシーをご利用ください。
※初めてご参加の方は利根町保健福祉センターまでご連絡ください。
※状況により中止される場合があります。

フリフリ地区運動集会予定（２月～３月）※参加無料

　
長
い
間
「
利
根
町
民
す
こ
や
か
交
流
セ

ン
タ
ー
」
で
フ
リ
フ
リ
地
区
運
動
集
会
の

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
４
月

か
ら
お
隣
の
「
布
川
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
」
に
移
り
、
現
在
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。
い
ま
だ
に
慣
れ
な
い
事
も
あ
り

多
少
戸
惑
い
も
あ
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆

様
や
筑
波
大
学
の
先
生
方
の
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

�

「
コ
ミ
セ
ン
」
の
３
階
は
見
晴
ら
し
が

良
く
て
心
が
晴
れ
ば
れ
し
ま
す
。
皆
さ
ま

も
是
非
一
度
様
子
を
見
に
い
ら
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
一
同

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
布
川
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
は
７
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
お

り
ま
す
。
利
根
フ
リ
フ
リ
ク
ラ
ブ
発
足
の

平
成
17
年
当
時
か
ら
現
在
も
続
け
て
活
動

さ
れ
て
い
る
方
も
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
健
康
維
持
に
も
な
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

１　号　館　布川 1377
２～４号館　布川 1649
		☎		０２９７－６８－６７８７
FAX	０２９７－６８－６７８８

梶
原
悠
未
さ
ん
に
よ
る

特
別
講
義
を
実
施
し
ま
し
た
！！

　
12
月
19
日
に
本
学
利
根
キ
ャ
ン
パ

ス
に
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
自
転

車
ト
ラ
ッ
ク
種
目
女
子
オ
ム
ニ
ア
ム

で
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
、
本
学
専
任
講
師

の
梶
原
悠
未
さ
ん
に
よ
る
特
別
講
義

が
行
わ
れ
ま
し
た
！

　
本
講
義
で
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
経
験
か

ら
学
ん
だ
こ
と
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

や
メ
ン
タ
ル
を
良
い
状
態
に
保
つ
方

法
に
加
え
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
呼
吸
の

方
法
な
ど
実
践
を
交
え
な
が
ら
の
講

義
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学

生
も
多
く
の
学
び
を
得
よ
う
と
真
剣

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
！

　
梶
原
さ
ん
は
２
０
２
８
年
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
、
金

メ
ダ
ル
獲
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
！

さ
ら
に
、
今
後
も
国
内
外
の
大
会
に

出
場
予
定
で
、
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
！

　
今
後
と
も
梶
原
さ
ん
な
ら
び
に
本

学
の
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
！

利根フリフリクラブ主催

　
地区運動集会

日本ウェルネススポーツ大学通信

C a m p u s !

　オープンキャンパスを開催しています。詳し
くはホームページをご覧ください（日程等は随
時更新します）。また、運動部の体験・見学をご
希望の方は、随時受け付けをいたしますので事
務局までご連絡ください。2月 9日（月）より
総合型選抜Ｆ日程、2月 23 日（月）より一般
選抜Ｂ日程の出願受付が開始されます。

布川地区コミュニティセンターボランティアさん

と
ね
ワ
イ
ワ
イ
く
ら
ぶ	

バ
ス
ツ
ア
ー
を

行
い
ま
し
た

利根町総合型地域スポーツクラブ

とねワイワイくらぶ
ＥＮＪＯＹ�ＳＰＯＲＴＳ！
ＥＮＪＯＹ�ＬＩＦＥ！

　
令
和
７
年
11
月
20
日
に
、
年
一
回
開
催
さ

れ
て
い
る
恒
例
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を
、
会
員
18

人
、
一
般
の
方
11
人
の
合
計
29
人
が
参
加
し

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
秋
晴
れ
の
抜
け
る
よ
う
な
青
空
、
雲
一
つ

な
い
天
候
に
恵
ま
れ
、
紅
葉
を
楽
し
み
な
が

ら
、
地
下
神
殿
と
も
称
さ
れ
る
地
下
に
広
が

る
巨
大
な
採
掘
場
跡
が
見
ど
こ
ろ
の
「
大
谷

資
料
館
」、
広
大
な
滞
在
体
験
型
フ
ァ
ー
ム

パ
ー
ク
の
「
道
の
駅
ろ
ま
ん
ち
っ
く
む
ら
」、

だ
い
こ
く
様
と
え
び
す
様
が
ご
祭
神
の
「
大

前
神
社
」、
民
芸
品
と
し
て
は
日
本
最
大
級
の

規
模
を
誇
る
陶
器
販
売
店
「
益
子
共
販
セ
ン

タ
ー
」
の
４
カ
所
を
日
帰
り
で
巡
り
ま
し
た
。

　
大
谷
資
料
館
で
は
、
全
員
が
階
段
で
地
下

30
メ
ー
ト
ル
ま
で
降
り
、
普
段
ス
ポ
ー
ツ
で

鍛
え
て
い
る
健
脚
を
見
せ
つ
け
ま
し
た
。

　
当
ク
ラ
ブ
は
、
種
目
別
に
毎
年
２
回
の
大

会
、
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
バ
ス
ツ
ア
ー
、
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
方
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

活　動 実施日 時　間 場　所

楊名時太極拳
（月）	２・	９・16・23・30
（水）	４・11・18・25
（金）	６・13・20・27

①月･水･金		 7：00～		7：40
②月･水　　		7：30～			8：30
③水曜夜　		19：00～ 20：30

①早尾台緑地広場
②とねっ子公園
③利根町文化センター

テニス教室 （金）	６・13・20・27 　　　　　		10：00～ 12：00 利根浄化センターテニスコート

テニス （月）	２・	９・16・23・30
　　　　　		10：00～ 12：00
　　　　　		13：00～ 15：00 利根浄化センターテニスコート

グラウンド・ゴルフ （日）	１・	８・15・22・29
（水）	４・11・18・25 　　　　　　	9：30～ 12：00 （日曜日）旧文小学校グラウンド

（水曜日）利根浄化センター　

バドミントン・卓球・
ニュースポーツ （土）	７・14・21・28 　　　　　　	9：30～ 12：00

　　　　　		13：30～ 15：30
旧文小学校体育館ニュースポーツ	他 （火）	３・10・17・24・31 　　		　　			19：30～ 21：30

バドミントン （日）	１・	８・15・22・29 　　		　　　19：00～ 21：00

健康体操 （日）	１・15 　　		　　　10：00～ 12：00 利根町生涯学習センター

　Vol.9
◆早尾台自治会と留学生コネクとね主催の交流会をご紹介！
　11月19日、早尾台自治会館にて「留学生コネクとね」さんと自治会が共同で、外国人
留学生と地域住民の交流会を開催しました。
　早尾台でも留学生が増える中、住みやすい地域づくりのきっかけとすることを目的
に行われました。当日は、ネパールや学校、日本の生活について写真を見たり日本のお
菓子を囲んで交流し、48名（うち留学生21名）が参加しました。通訳や翻訳機を使いな
がら、積極的なコミュニケーションが見られました。
　最後には、2年目の留学生がネパール語でゴミ出しルールを説明し、挨拶やルールを
守る大切さを伝えました。同様の交流会に関心のある自治会は、生涯学習課多文化共生
係までご連絡ください。
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　スポーツ担当の田井です。おかげさまで1月10日に「第14回走りの教室」を開催
することができました。合計13名が参加してくれました。皆さまのご協力・ご参加
ありがとうございました！	新年明けて初の走りの教室だったので、休んだ身体を呼
び起こす頭と体をフルに使ったリズムトレーニングや、変形ダッシュなどの短距離
走を行いました。	日に日に上達していく児童を見ていて、関われていることを大変
嬉しく思っております。	走りの教室は毎月開催となっております。ぜひ皆さまご参
加ください。
　また地域クラブ活動「すぽかるとね」事務局では、さらなる内容の充実に向け
て、引き続き指導者の方を募っております。スポーツ指導歴がある方や、お知り合い
にスポーツ指導が可能な方がおられましたら、詳細を利根町役場生涯学習課までお問
い合わせいただけますと幸いです。

　「走る協力隊」稲垣鉄平です。今回は12月13日に開催された茨城県民駅伝
大会の報告をさせていただきます。7月からこの大会への出場を目標として
「TONE駅伝プロジェクト」を立ち上げ、定期的に練習会を実施してきまし
た。当日はメンバーの熱い走りのおかげで、無事にタスキを繋ぎ切りゴール
することができました。結果は出場41チーム中21位と想定以上の好成績でし
た。今回のプロジェクトを通して、あらためて駅伝や仲間と共に走ることの楽
しさや喜び・魅力を感じることができました。来年度もまたこの大会に利根町
代表として出場できるようにメンバーと共に頑張っていきたいと思います。
　そして最後に、町民の皆さま、応援ありがとうございました！引き続きスポー
ツまちづくり活動を頑張りますので、よろしくお願いいたします！

地域おこし協力隊通信

　65歳以上の高齢者の約 3.6 人に１人が認知症またはその予備群と推計されています。街中で道に迷ったり、料理
の手順が分からなくなったりと、認知症の症状は多様であり、ご家族である介護者は日々悩んでいるのではないでしょ
うか。
　「認知症家族の会」創設者が語った、ご家族が抱える「４つの苦しみ」です。
　１．24時間気が休まらず、不安と緊張で心身共に疲弊している
　２．家庭生活の混乱
　３．先々に対する大きな不安
　４．身近に適切な相談機関や理解者がなく、孤立無援の思いになる
　特に４つ目の「孤立無援の思い」は、心身の疲弊をさらに深刻化させます。
　認知症のご本人は病識がないことが多いため、介護者が問題となる行動を指摘したり、また訂正したりすることは、
かえって嫌なことをされたと感じさせてしまうことがあります。介護者は懸命に頑張っていますが、このすれ違いも
苦しさを増す一因です。
　大切なのは、介護者であるご家族が一人で抱え込まず、その努力や不安を誰かに話してみることです。専門機関や
地域の支援、そして周囲に理解者がいることで、「孤立無援」の状況は変えられます。ご家族の不安を少しでも少な
くすることが、認知症のご本人にとっては言葉にならない安心につながります。ご本人と共に穏やかに過ごすために、
ちょっと立ち止まって思いを聞いてもらう時間を持ってみませんか。

私たちはここにいます！
　認知症地域支援推進員配置施設
　●利根町地域包括支援センター　☎６８－２２１１　　●利根町保健福祉センター　　　　☎６８－８２９１
　●複合福祉施設　響　　　　　　☎６１－８５００　　●介護老人保健施設　もえぎ野　　☎８４－６０８１　

認知症地域支援推進員のつぶやき　№90

【ここに注目】
　一部レジ袋は無料の場合もありますが、必要のない利
用は避けましょう。
無料になるケース
・	厚さが 50マイクロメートル以上で繰り返し使用可能
と明示されている袋
・	海洋生分解性プラスチック 100％の袋
・	植物由来の原料が 25％以上含まれ、バイオマスマー
クや配合率表示がある袋
・	スーパーの精肉や魚コーナーの小トレー用袋など、持
ち手のない袋

【関連URL】
総務省　レジ袋有料化について
https://www.soumu.go.jp/kouchoi/substance/
chosei/rejibukuro.html
環境省　プラスチック資源循環の促進について
https://www.env.go.jp/content/000253022.pdf
経済産業省　プラスチック袋買い物有料化
https://www.meti.go.jp/policy/recycle/platicbag/
plasticbag_top.html

　今回は、「レジ袋」のお話です。
　2020 年 7 月から全国一律でプラスチック製レジ袋
の有料化が実施され、日常生活の中でマイバッグの持参
や「レジ袋は結構です」と辞退する習慣が広がりつつあ
ります。
有料化の背景には、海洋プラスチックごみや地球温暖化
などの深刻な環境問題があり、プラスチックの過剰使用
を抑制することで資源循環を促進する狙いがあります。
　プラスチックも大切な資源という意識を持ち、プラス
チックごみの削減やリサイクル活動に社会全体で取り組
んでいくことが大切です。

認知症と共に生きるご家族の「４つの苦しみ」
　こんにちは！	空き家担当の藤田です。
　地域おこし協力隊として町に来て、「農家さんの空き家（農地付き空き家）の利活用」を
テーマに活動を続け、１年半が経ちました。着任当初は珍しい取り組みとして受け止め
られることもありましたが、現在では賛同してくださる方も増え、町内や役場内でも農
家空き家の可能性について話し合う機会が多くなってきました。町の空き家のうち、約
100軒は市街化調整区域にあり、土地や家屋を農家以外の方が自由に取得するのは難し
いという側面があります。そこで、これから農業を始めたい方（主に就農を志す移住者）
に、空き家と農地をセットで活用していただくことが、現実的でスムーズな解決方法だ

と考えています。国内では年間３～４万人の新規就農者がいるとされており、その可能性は十分にあります。
　今後は、町の特産物であるお米づくりについて、移住直後の新規就農者でも取り組みやすい協力体制づくりや、就農者
同士のコミュニティ形成、また米に次ぐ農作物の検討なども進めていきたいと考えています。
　多くの方に支えていただきながら、任期中に町にとって意味のある形を残せるよう、引き続き取り組んでいきます。

　こんにちは！空き家コーディネーターの「ドゥーさん」こと安藤です。
　早いもので地域おこし協力隊に就任し、1年半が経過し、最大 3年間の任期の半分が
終わりました。これまで、利根町の空き家の調査、空き家相談会、空き家利活用 PJ に
関わる作業、イベントなどを実施してきましたが、今年も色々とミッションを行いなが
らご報告出来ればと思っております。早速 1月下旬には昨年に引き続き「空き家相談会」
を実施させて頂きました。
　また、1月末には空き家にある竹を利用した竹灯篭を制作し、「トネマチ冬まつり」
に参加させて頂きました。今後については、空き家利活用 PJ をメインにワークショッ
プを実施する予定となっております。先日、リノベーション・DIY などでよく使われる
漆喰の講習会に参加させて頂き、漆

しっくい

喰の性能や塗り方などを学んで来ました。空き家利
活用 PJ でもその漆喰を利用したワークショップを開催を計画しておりますので、募集
が始まった際には皆さん奮ってご参加ください。その他、このようなイベントをやって
ほしいなどございましたらご連絡ください。 漆

しっくい
喰

第14回走りの教室

TONE駅伝プロジェクト
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日　程 予約方法 予約時間 内容

口腔相談 ２月24日（火） 前日までに予約 　9：３０～１２：００　
１3：００～１３：４5　 歯科衛生士による口腔機能相談

精神保健相談 3月3日（火） １週間前までに予約 １3：３０～１5：４5 専門職による精神保健相談

ヘルシー相談 3月12日（木） 前日までに予約 　9：００～１２：００　 管理栄養士による栄養相談

もの忘れ相談 毎週水曜日 前日までに予約 １3：３０～１5：３０ もの忘れが気になる方などの相談

▪各種相談　２月～３月の日程 　▶場所：利根町保健福祉センター　

　
大
腸
が
ん
は
大
腸
（
結
腸
・
直
腸
）
に
で

き
る
が
ん
で
、
進
行
す
る
と
腸
の
壁
に
深
く

侵
入
し
ま
す
。
早
期
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
進
行
す
る
と
血
便
や
下

血
、
便
の
表
面
に
血
が
付
く
な
ど
の
症
状
が

み
ら
れ
ま
す
。

国
が
推
奨
す
る
５
つ
の
が
ん
検
診

④
大
腸
が
ん
検
診

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
開
催

　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？

　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
地
域
や
職
場
、
学

校
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
お
い
て
、
身

近
な
人
の
自
殺
の
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、
声
を
か

け
、
話
を
聞
い
て
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
、

見
守
る
こ
と
が
出
来
る
人
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
は
、
大
切
な

人
を
支
え
る
た
め
、
大
切
な
あ
な
た
を
守
る

た
め
に
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
利
根
町
民
の
方
で

し
た
ら
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●�
日
時　
3
月
３
日
㈫　

�

午
前
10
時
30
分

～
正
午（
受
け
付
け　
午
前
10
時
15
分
～
）

●
場
所　
利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

● 

講
師　
東
京
成
徳
大
学　
応
用
心
理
学
部

　
　
　
臨
床
心
理
学
科　
菊き
く
ち池　
春は
る
き樹
氏

●
定
員　
20
名
程
度

●
料
金　
無
料

　
い
ば
ら
き
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
対
象
事

業
で
す
。
参
加
者
に
は
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ

れ
ま
す
。

●
申
し
込
み　

　
利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
68
‐
８
２
９
１
へ
３
月
２
日
㈪
ま
で
に
電

話
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

令
和
７
年
度　

　
　
　
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

「
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
」

～
人
と
の
距
離
感
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
お

よ
ぼ
す
影
響
～

　
心
が
穏
や
か
に
な
れ
る
人
と
の
距
離
感
は

あ
り
ま
す
か
？

　
他
人
に
踏
み
込
ま
れ
な
い
た
め
、
ま
た
他

人
の
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
を
越
え
な
い
た
め
の
知

識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

※�

バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
と
は
、
自
分
と
他
者
を
区

別
し
、
心
身
を
守
る
た
め
の
「
心
の
境
界

線
」
の
こ
と
で
す
。

●�

日
時　
3
月
19
日
㈭�

午
後
１
時
30
分
～

3
時
（
受
け
付
け　
午
後
１
時
か
ら
）

●
場
所　
利
根
町
図
書
館
２
階

●�

講
師　
東
京
成
徳
大
学　
応
用
心
理
学
部

　
　
　
臨
床
心
理
学
科　
菊き
く
ち池　
春は
る
き樹
氏

●
料
金　
無
料
。
予
約
不
要
で
す
。
直
接
会

　
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
い
ば
ら
き
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
対
象
事

業
で
す
。
参
加
者
に
は
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ

れ
ま
す
。

【
大
腸
が
ん
予
防
の
た
め
に
】

～
一
次
予
防
：
食
生
活
の
改
善
～

◎
積
極
的
に
摂
り
た
い
食
品

　

�

食
物
繊
維
を
多
く
含
む
海
藻
、
野
菜
、
き

の
こ
類
、
穀
類
、
果
物

　
腸
内
環
境
を
整
え
、
便
通
を
良
く
す
る
こ

と
で
有
害
物
質
が
腸
に
と
ど
ま
る
時
間
を
短

く
し
ま
す
。

◎
摂
り
す
ぎ
に
注
意
す
る
食
品

　

�

加
工
肉
（
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
）
や

赤
身
肉
（
牛
肉
・
豚
肉
）

　
大
腸
が
ん
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

脂
質
の
多
い
食
事
や
過
度
な
飲
酒
は
控

え
、
魚
や
大
豆
製
品
を
取
り
入
れ
た
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
は
便
秘
予
防

に
つ
な
が
り
ま
す
。
季
節
を
問
わ
ず
意
識
し

て
摂
取
し
ま
し
ょ
う
。

～
二
次
予
防
：
年
1
回
の
検
診
～

　
大
腸
が
ん
の
罹
患
率
・
死
亡
率
は
40
歳
代
後

半
か
ら
増
加
し
、
50
歳
以
降
で
特
に
高
く
な
り

ま
す
。
年
1
回
の
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
40
歳
以
上
を
対
象
に
、
検
便
に
よ

る
大
腸
が
ん
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
来

年
度
の
日
程
は
、
3
月
配
布
の
令
和
8
年
度

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
要
精
密
検
査
と
判
定
さ
れ
た
ら
】

　
精
密
検
査
を
受
け
な
い
と
、
大
腸
が
ん
に

よ
る
死
亡
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
必
ず
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
気
に
な
る
症
状
が
あ
る
場
合
は
、

検
診
を
待
た
ず
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

次
回
は
⑤
肺
が
ん
検
診
に
つ
い
て
で
す
。

は
つ
ら
つ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

４
月
～
５
月
開
始
生
募
集

● 

対
象
者　
利
根
町
に
住
所
を
有
す
る
65
歳

以
上
の
方
、
運
動
制
限
の
な
い
方
、
介
護

保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

※�

今
回
初
め
て
参
加
す
る
方
を
優
先
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

● 

定
員　
20
名

●
場
所　
利
根
町
健
康
増
進
等
複
合
施
設
ト

　
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
（
旧
文
小
学
校
）

● 

申
し
込
み　
2
月
24
日
㈫
～
27
日
㈮

　
（
午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
）
に
、
利

根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
た
は
電
話

で
受
け
付
け
ま
す
。

※�

申
込
人
数
が
定
員
を
越
え
る
場
合
は
、
抽

選
に
な
り
、
利
用
決
定
し
た
方
へ
電
話
連

絡
し
ま
す
。

●�

内
容　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
師
指
導
の
も
と

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を
使
い
、
加
齢
に

よ
る
衰
え
や
す
い
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
能
力

を
鍛
え
ま
す
。
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

● 

利
用
日
時　

　
火
～
金
曜
日
の
午
前
中
（
50
分
程
度
）

●�

利
用
回
数　
週
１
回
程
度（
毎
回
予
約
制
）

●�

利
用
期
間　
開
始
か
ら
6
カ
月
間

●
利
用
料　
６
カ
月　
２
０
０
０
円

●
利
用
開
始
ま
で
の
流
れ

①�

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
面
接
し
、
利
用

決
定
後
、申
請
書
な
ど
を
提
出
。「
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
講
座
」
の
予
約
。

②�

「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
講
座
」
へ
の
参
加

（
1
時
間
程
度
）

③
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
開
始
（
6
カ
月
間
）

● HPV（子宮頸がん予防）ワクチン

●二種混合（ジフテリア・破傷風）ワクチン
接種対象年齢 標準的な接種時期

11歳の誕生日の前日～ 13歳の誕生日の前日まで
＊小学校６年生の方へ予診票を個別通知しています

11歳に達した時
～ 12歳に達する
までの間

時期 接種対象年齢 標準的な接種時期
１期（初回２
回・追加１回）

生後６カ月～ 90カ
月に至るまでの間

１期初回：３歳
１期追加：４歳

２期（４回目）
９歳～ 13歳未満
＊小学 4年生の方に
個別通知しています

9歳に達した時から 10
歳に達するまでの間

●日本脳炎ワクチン

●注意事項
①	対象年齢を過ぎると定期接種となりません。（全額自己負担）
②母子健康手帳・予診票を必ず持参してください。
③	予診票を紛失した場合、保健福祉センターで再交付します。
（必ず母子健康手帳をご持参の上お越しください）

ま だ 受 け て い な い 予 防 接 種 は あ り ま せ ん か？
母子健康手帳を確認し、 忘れずに予防接種を受けましょう！

接種対象年齢 標準的な接種時期

12歳となる日の属する年度の初
日から 16 歳となる日の属する
年度の末日までの間にある女子
＊	中学１年生の方へ予診票を
個別通知しています

13歳となる日の属する年度の初日か
ら 16歳となる日の属する年度の末日
までの間（9価ワクチンを接種する場
合、初回接種を 12歳となる日の属す
る年度の初日から 15歳に至るまでに
行った場合、２回接種となります）

今
年
度
の
婦
人
科
検
診
は
受
け
ま
し
た

か
？
受
診
券
に
は
期
限
が
あ
り
ま
す

　
子
宮
頸
が
ん
や
乳
が
ん
な
ど
婦
人
科
の
病

気
は
若
い
世
代
で
も
発
症
し
、
症
状
が
出
る

頃
に
は
進
行
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
体
調
に
不
安
が
な
く
て
も
、
定

期
的
に
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
婦
人
科
医
療
機
関
検
診
の
期
限　

　
2
月
28
日
㈮
ま
で

※�

受
診
券
が
必
要
で
す
。
受
診
券
を
紛
失
さ

れ
た
方
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の
再
発

行
が
可
能
で
す
。

　
今
年
度
、
21
歳
に
な
ら
れ
る
方
は
子
宮
が

ん
検
診
、
41
歳
に
な
ら
れ
る
方
は
乳
が
ん
検

診
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
忙
し
い
毎
日
の
中
で
は
後
回
し
に
し
が
ち

で
す
が
、
検
診
で
の
早
期
発
見
が
自
分
の
体

を
大
切
に
す
る
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。
対
象

に
な
る
方
で
、
受
診
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は

受
診
を
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。検
査
内
容
、

対
象
者
、
自
己
負
担
金
、
受
付
時
間
に
つ
い

て
は
令
和
７
年
度
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
カ

レ
ン
ダ
ー
９
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

歯
は
何
本
あ
り
ま
す
か
？

　
歯
は
、
お
お
よ
そ
生
後
6
カ
月
ご
ろ
か
ら

生
え
始
め
、
小
学
校
の
入
学
前
後
で
永
久
歯

に
生
え
変
わ
り
ま
す
。

　
14
歳
頃
ま
で
に
、
親
知
ら
ず
を
除
き
28
本

の
永
久
歯
が
生
え
そ
ろ
い
、
親
知
ら
ず
を
含

め
る
と
、
永
久
歯
は
32
本
に
な
り
ま
す
。
非

常
に
個
人
差
が
多
い
歯
で
す
が
、
先
天
性
の

欠
損
や
永
久
歯
が
歯
茎
な
ど
に
埋
ま
っ
た
ま

ま
生
え
て
こ
な
い
埋ま
い
ふ
く
し

伏
歯
な
ど
に
よ
り
歯
が

生
え
て
こ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
歯
は
、
食
べ
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
発

音
や
表
情
、
体
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
に
も
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
何
も
手
入
れ

を
せ
ず
に
い
つ
ま
で
も
良
い
状
態
で
活
躍
し

て
く
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん

の
口
の
中
に
は
何
本
の
歯
が
あ
り
ま
す
か
？

歯
の
一
部
が
黒
く
な
っ
た
り
、
欠
け
て
し

ま
っ
て
い
た
り
、
歯
茎
が
腫
れ
た
り
、
歯

磨
き
の
た
び
に
出
血
し
た
り
し
て
い
ま
せ
ん

か
？

　
寝
る
前
に
は
歯
を
磨
き
、
時
に
は
、
歯
間

ブ
ラ
シ
や
糸
よ
う
じ
を
使
い
、
痛
み
が
な
く

て
も
定
期
的
に
歯
科
医
院
で
専
門
的
な
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
か
？

　
口
に
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
た
高
齢
者
の
多
く

か
ら
“
若
い
う
ち
か
ら
き
ち
ん
と
歯
の
手
入

れ
を
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
”、“
あ
の
頃
に

戻
れ
れ
ば
”
と
お
聞
き
し
ま
す
。

　
歯
は
、
豊
か
な
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
も

の
で
、「
生
き
る
力
」を
支
え
て
い
る
の
で
す
。



2 月号
　冷たい北風が吹き、一年中で
一番寒い季節がやってきましたね。
あたたかい日差しが、待ち遠しいですね。

支援センターってどんなところ？
　利根町在住の未就園児とその保護者の方を対象に支援を行っていま
す。子育て真っ最中の方同士の情報交換や気分転換の場所として、また、
お子さま同士のふれあい体験の場としてご利用ください。担当保育士と
たわいのないおしゃべりをしたり、相談したりすることで、子育ての悩み
も少しは軽減するのではないかと思います。

図書館へ
行 こ う

お す す め 新 着 図 書

開館時間	９：30 ～ 17：00　　　　は休館日

３月

2829

予定が入っていない日も、園庭・室内（カンガルールーム）を解放していますので、いつでもご利用ください。
開放時間：月～金曜日（祝日は除く）9：30～ 11：30／ 15：00～ 16：00
＊持参したベビーカーでお庭を散歩することもできます。遊びに来る際は各自飲み物をご持参ください。
▶問い合わせ　とね子育て支援センター（文間保育園内）　☎６８－３１９４
　　　　　　　開園日時　月～金曜日（祝日を除く 8：00～ 17：00）

絵で見て楽しい！はじめての書道　
松川昌弘【作】　すばる舎

　鉛筆で書くのと筆で書くのはど
うちがう？行書、草書ってなに？
単に文字を書くだけでなく、絵画
のように描く芸術「書道」につい
て、カラーイラストとともにやさ
しく解説する。

変な地図　あなたには、この古地
図の「謎」が、解けますか？
雨穴【著】　双葉社

　謎の死を遂げた祖母、海沿いの
廃集落、不可解なトンネル事故…。
やがて浮かび上がる「7体の妖怪」
の秘密とは。“変な家”の栗原が
青年時代に遭遇したマップ・ミス
テリー。

こども防犯ＢＯＯＫ　危険を感じ
たママパパ 362 人と作りました
冨川万美【著】　祥伝社

　避難所での怪しい声かけ、日常
のあちこちで起きている性犯罪・
盗撮、ＳＮＳで狙われる自撮り写
真…。小・中学生のママやパパの
体験談と専門家の知見をもとに導
き出した、日常と災害時の防犯術
を紹介する。

春の子ども映画会のお知らせ　
「ソニック×シャドウ　ＴＯＫＹＯ　ＭＩＳＳＩＯＮ」　
日　時：３月７日（土）13：00～
場　所：利根町図書館２階・多目的ホール
　東京湾に浮かぶ孤島で
幽閉されていたダーク
ヒーロー、シャドウが目
覚める。施設を破壊した
彼が東京の渋谷に現れ、
世界は緊急事態に陥る。
派遣されたソニックたち
は、強力な力を持つシャ
ドウから世界を救おうと、ドクターロボトニックに助けを求め
るのだが…

令和 8年 2月（No.743）令和 8年 2月（No.743）

詳しくはコチラ▶

3 月の子育て支援センターイベントスケジュール

わが家の
アイドル
写真館

みなさまからご応募いただい
た「わが家のアイドル」写真
をご紹介します。

わが家のアイドル写真大募集！
　わが家のアイドル（小学生ぐらいまで
のお子さま、またはペット）の可愛い写
真を広報とねに掲載してみませんか？
　住所・氏名・連絡先・アイドルのお名
前（ふりがな）・生年月日・一言コメント
（15文字以内）を明記の上、下記まで
メールでお送りください。

●送り先
　総務課　秘書広聴係
　☎ 68-2211（内線 314）
　kouhou@town.tone.lg.jp	まで

イベント 対象 日程 時間 備考

すっきりサロン 未就園の親子 毎週
月～金

９:30 ～ 11:30
13:00～ 16:00

育児に関することなど、どんな悩みでも一緒に考えましょう。
お気軽にご利用ください！

にこにこ広場 未就園の親子 		３日（火） 10:00 ～ 11:30
みんなで、楽しく遊びましょう !
場所：キッズルーム内　支援活動ルーム（現地集合）
利根町下曽根２５４（健康増進等複合施設　旧文小学校２階）

にこにこ赤ちゃん
・ねんね　	（R6.4 ～ R7.3）
・赤ちゃん（R7.4 ～）
・マタニティさん

		５日（木） 10:00 ～ 11:30
みんなで、楽しく遊びましょう !
場所：キッズルーム内　支援活動ルーム（現地集合）
利根町下曽根２５４（健康増進等複合施設　旧文小学校２階）

お部屋で遊ぼう 未就園の親子 		９日（月）				 ９:30 ～ 11:30 支援センターのお部屋で自由にあそびましょう！　
＊お弁当を食べて帰ることもできます。

ワイワイサロン育児相談 全乳幼児 10日（火） 10:00 健康増進等複合施設の支援活動ルームで同時開催。
場所：利根町下曽根２５４（旧文小学校 2階）

アルコールインクアー
トでフォトフレームを
作りましょう☆

未就園の親子
（予約者） 17日（火） 10:00

アルコールインクを紙に垂らし、色の広がりやにじみ、混ざり
合いから生まれる模様を楽しみながらフォトフレームを作りま
しょう☆

園庭で遊ぼう 未就園の親子 19日（木） ９:30 ～ 11:30 支援センターのお庭で、あそびましょう！
ベビーカーの利用も可能です。

親水公園を
お散歩しましょう♪

未就園の親子 24日（火） 10:00 ～ 11:30 親水公園でお花を見ながら、楽しくお散歩しましょう♪
場所：親水公園（現地集合）※雨天中止

お花見に行こう♪ 未就園の親子 27日（金） 10:00 ～ 11:30 土手沿いでお花見散歩を楽しみましょう♪
場所：親水公園（現地集合）※雨天中止

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

ボクのいろ　
板垣李光人【作・絵】Ｇａｋｋｅｎ

　真っ白なからだをもつ、不思議
な生き物のヌル。いろとりどりの
世界で暮らしながら、「どうしてボ
クだけいろがないの？」と悩みま
す。さまざまな出会いを経て自分
のいろを探していき…。俳優・板
垣李光人による絵本。

利根町図書館カレンダー

2 月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

▶問い合わせ　利根町図書館　☎６８－８８６８

映画会のお知らせ「市民ケーン」
日　時：２月 21日（土）13：00～
場　所：利根町図書館２階・多目的ホール
※会場は蓋つき飲み物に限り持ち込み可能です。

　あずきちゃん

先
輩
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仲
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人口と世帯（令和 8 年 1 月１日現在）

総人口 15,736 人　（－ 48）

男　性 7,831 人　（－ 44）

女　性 7,905 人　（－　4）

世帯数 8,197 世帯（－ 40）
（	）内は前月比

　【2 月の納税等】　※納期限および口座振替日は 3 月 2 日です。
　　固定資産税：4 期　　　　　　　後期高齢者医療保険料：8 期
　　国民健康保険税：8 期　　　　　介護保険料：6 期
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昭
和
45
年
8
月
発
行
の
『
広
報
と
ね
』

に
は
、「
利
根
局
の
電
話
が
ダ
イ
ヤ
ル

式
に
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
記
事
で
は
、「
市
内
通
話

は
も
ち
ろ
ん
全
国
主
要
局
へ
の
市
外
通

話
は
、
ご
自
身
で
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
せ
ば

直
接
相
手
に
繋
が
り
ま
す
」
と
書
か
れ

て
お
り
、
ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
の
導
入
が
、

町
民
の
通
信
環
境
に
大
き
な
変
化
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。

　
当
時
の
電
話
は
「
磁
石
式
電
話
」
で
、

電
話
を
か
け
る
た
び
に
交
換
手
を
呼
び

出
し
、
交
換
手
を
通
じ
て
相
手
と
繋
が

る
仕
組
み
で
し
た
。
し
か
し
、
ダ
イ
ヤ

ル
式
に
切
り
替
わ
る
こ
と
で
、
誰
で
も

直
接
自
分
で
電
話
を
か
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
利
便
性
は
格
段
に
向
上
し
ま

し
た
。
今
で
は
当
た
り
前
に
な
っ
て
い

る
こ
の
「
直
接
通
話
」
が
、
当
時
の
町

民
に
と
っ
て
は
画
期
的
だ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

現
代
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に

よ
り
、
誰
も
が
簡
単
に
世
界
中
と
繋
が

る
こ
と
が
で
き
る
時
代
で
す
。
今
の
便

利
さ
は
、
こ
う
し
た
技
術
革
新
の
積
み

重
ね
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
、

こ
の
記
事
か
ら
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
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